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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第56期

第２四半期累計期間
第57期

第２四半期累計期間
第56期

会計期間
自　2022年２月１日
至　2022年７月31日

自　2023年２月１日
至　2023年７月31日

自　2022年２月１日
至　2023年１月31日

売上高 (千円) 1,776,673 1,654,019 3,358,012

経常利益 (千円) 50,254 35,843 33,321

四半期(当期)純利益 (千円) 39,146 25,668 27,747

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ― ―

資本金 (千円) 602,150 602,150 602,150

発行済株式総数 (株) 396,000 396,000 396,000

純資産額 (千円) 1,320,947 1,310,047 1,299,960

総資産額 (千円) 2,454,485 2,624,829 2,608,129

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 104.61 68.61 74.16

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 40.00

自己資本比率 (％) 53.8 49.9 49.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △49,906 62,620 △252,003

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 295 △17,010 △25,857

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △50,751 △39,796 214,049

現金及び現金同等物の四半期末(期末)
残高

(千円) 412,520 455,755 448,553
 

 

回次
第56期

第２四半期会計期間
第57期

第２四半期会計期間

会計期間
自　2022年５月１日
至　2022年７月31日

自　2023年５月１日
至　2023年７月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 59.23 39.11
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 
(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが２類から

５類に移行され、行動制限の緩和や外国人観光客の受入れ再開などにより、社会経済活動の正常化の動きがみられ

ました。一方、ロシア・ウクライナ情勢の長期化による世界的な原材料価格・エネルギー価格の高騰、為替相場の

変動よる物価上昇など、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

当社が属するジュエリー業界におきましても、こうした景況を反映し市場環境は引き続き厳しい状況でありま

す。

この様な状況の下、当社としましては、経営目的である「ジュエリー創りを通じてより良き世界を創る」を実

現するため、主原料である金・プラチナの高騰などによる製造原価上昇分の販売価格への転嫁、製造諸経費の削

減、受注量に合わせた生産体制の構築を進めるなど、業績拡大・利益改善の為の各種施策に取り組んでまいりまし

た。また、営業体制を強化し、販路拡大の強化にも取り組んでまいりました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は全体で1,654百万円（前年同期比6.9％減）となりました。利益

面につきましては、営業利益は32百万円（前年同期比44.1%増）、経常利益は35百万円（前年同期比28.7%減）、四

半期純利益は25百万円（前年同期比34.4%減）となりました。

 
(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比べ16百万円増の2,624百万円となりました。主な変動

は、棚卸資産の増加21百万円によるものです。

当第２四半期会計期間末の負債は、前事業年度末と比べ6百万円増の1,314百万円となりました。主な変動は、

その他の流動負債48百万円の増加、一年内返済予定の長期借入金の減少35百万円等によるものです。

当第２四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末と比べ10百万円増の1,310百万円となりました。主な変動

は、四半期純利益25百万円の計上による増加によるものです。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前事業年度末残高

に対して7百万円増加し、455百万円となりました。

 
（営業活動によるキャッシュフロー）

営業活動の結果獲得した資金は、62百万円（前年同期は49百万円の支出）となりました。これは主に、税引前

四半期純利益の計上等の収入があったものの、売上債権の増加、仕入債務の減少等の支出によるものです。

（投資活動によるキャッシュフロー）

投資活動の結果使用した資金は、17百万円（前年同期は0百万円の収入）となりました。これは主に、有形・

無形固定資産の取得のための支出によるものです。

（財務活動によるキャッシュフロー）

財務活動の結果使用した資金は、39百万円（前年同期は50百万円の支出）となりました。これは主に、長期借

入金の約定弁済及び配当金の支払による支出によるものです。
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(4) 経営方針・経営戦略等

　当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 
(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(6) 研究開発活動

　該当事項はありません。

 
(7) 従業員数

当第２四半期累計期間において、当社の従業員数は前事業年度末の73名から３名増加し、76名となりました。

増加要因としては、社内体制強化及び技術継承のためであります。なお、当社は、ジュエリー事業の単一セグメ

ントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,584,000

計 1,584,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年７月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年９月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 396,000 396,000
東京証券取引所

 スタンダード市場
単元株式数は100株で
あります。

計 396,000 396,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年５月１日～
2023年７月31日

― 396 ― 602,150 ― 409,290
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(5) 【大株主の状況】

2023年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社エスティオ 山梨県甲斐市竜地3049番地 203,700 54.45

深沢　栄二 山梨県甲府市 25,221 6.74

株式会社日本カストディ銀行(信
託口４)

東京都中央区晴海１丁目８－12 3,900 1.04

林　泰男 長野県安曇野市 3,800 1.01

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 3,700 0.99

江　峰 東京都江戸川区 3,500 0.94

株式会社ナガホリ 東京都台東区上野１丁目１５番３号 2,700 0.72

大和証券株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目９番１号 2,600 0.69

片山　文雄 千葉県市川市 2,400 0.64

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 東京都千代田区丸の内３丁目３番１号 2,400 0.64

計 － 253,921 67.86
 

(注)　１.当第２四半期会計期間末現在における株式会社日本カストディ銀行の信託業務に係る株式数については、当

社として把握することができないため記載しておりません。

２.上記のほか当社所有の自己株式21,869株があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2023年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

― ―
21,800

完全議決権株式(その他)
普通株式

3,729 ―
372,900

単元未満株式
普通株式

― ―
1,300

発行済株式総数 396,000 ― ―

総株主の議決権 ― 3,729 ―
 

 

② 【自己株式等】

  2023年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社光・彩
山梨県甲斐市竜地3049番
地

21,800 ― 21,800 5.51

計 ― 21,800 ― 21,800 5.51
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(2023年５月１日から2023年７月

31日まで)及び第２四半期累計期間(2023年２月１日から2023年７月31日まで)に係る四半期財務諸表について、監査法

人ナカチによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2023年１月31日)
当第２四半期会計期間
(2023年７月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 448,553 455,755

  受取手形及び売掛金 404,392 416,813

  棚卸資産 ※１  1,053,558 ※１  1,074,577

  その他 29,886 18,725

  流動資産合計 1,936,390 1,965,872

 固定資産   

  有形固定資産 430,161 423,035

  無形固定資産 33,369 29,586

  投資その他の資産   

   投資有価証券 58,875 58,070

   投資不動産 26,094 26,094

   繰延税金資産 20,052 18,983

   その他 103,186 103,186

   投資その他の資産合計 208,208 206,334

  固定資産合計 671,738 658,956

 資産合計 2,608,129 2,624,829

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 181,348 171,004

  短期借入金 ※２  868,000 ※２  881,300

  1年内返済予定の長期借入金 37,890 1,920

  未払法人税等 22,400 14,154

  その他 123,645 172,465

  流動負債合計 1,233,284 1,240,844

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 34,183 35,283

  退職給付引当金 27,516 29,817

  その他 13,184 8,836

  固定負債合計 74,884 73,937

 負債合計 1,308,168 1,314,782

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 602,150 602,150

  資本剰余金 509,290 509,290

  利益剰余金 209,698 220,401

  自己株式 △31,662 △31,716

  株主資本合計 1,289,475 1,300,125

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 10,484 9,921

  評価・換算差額等合計 10,484 9,921

 純資産合計 1,299,960 1,310,047

負債純資産合計 2,608,129 2,624,829
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 2022年２月１日
　至 2022年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年２月１日
　至 2023年７月31日)

売上高 1,776,673 1,654,019

売上原価 1,524,521 1,382,926

売上総利益 252,152 271,093

販売費及び一般管理費 ※  229,461 ※  238,391

営業利益 22,690 32,702

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 269 375

 受取地代家賃 923 918

 為替差益 26,421 3,390

 雑収入 2,068 1,109

 営業外収益合計 29,683 5,794

営業外費用   

 支払利息 2,041 2,570

 不動産賃貸原価 75 75

 雑損失 1 7

 営業外費用合計 2,118 2,653

経常利益 50,254 35,843

特別損失   

 固定資産除却損 － 0

 特別損失合計 － 0

税引前四半期純利益 50,254 35,843

法人税等 11,108 10,174

四半期純利益 39,146 25,668
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 2022年２月１日
　至 2022年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年２月１日
　至 2023年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 50,254 35,843

 減価償却費 26,498 27,831

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,241 2,301

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,100 1,100

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 ―

 受取利息及び受取配当金 △270 △375

 支払利息 2,041 2,570

 為替差損益（△は益） △4,422 △1,388

 売上債権の増減額（△は増加） △137,277 △12,421

 棚卸資産の増減額（△は増加） 24,092 △21,019

 仕入債務の増減額（△は減少） △60,584 △10,343

 未払債務の増減額（△は減少） 24,591 6,162

 未払消費税等の増減額（△は減少） 11,478 32,113

 前受金の増減額（△は減少） 1,490 18,411

 その他 1,359 △742

 小計 △57,402 80,044

 利息及び配当金の受取額 270 375

 利息の支払額 △2,027 △2,554

 法人税等の支払額 △1,684 △15,244

 法人税等の還付額 10,937 ―

 営業活動によるキャッシュ・フロー △49,906 62,620

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △6,000 ―

 定期預金の払戻による収入 28,000 ―

 有形固定資産の取得による支出 △15,864 △11,114

 無形固定資産の取得による支出 △5,940 △5,895

 その他 100 ―

 投資活動によるキャッシュ・フロー 295 △17,010

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 6,700 13,300

 長期借入金の返済による支出 △40,320 △35,970

 自己株式の取得による支出 △125 △53

 リース債務の返済による支出 △2,106 △2,151

 配当金の支払額 △14,898 △14,921

 財務活動によるキャッシュ・フロー △50,751 △39,796

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,422 1,388

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △95,939 7,202

現金及び現金同等物の期首残高 508,460 448,553

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  412,520 ※  455,755
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１　棚卸資産の内訳は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(2023年１月31日)
当第２四半期会計期間
(2023年７月31日)

商品及び製品 228,131千円 285,235千円

仕掛品 788,932  745,758  

原材料及び貯蔵品 36,493  43,583  
 

 

※２　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行３行と当座貸越契約を締結しております。これら

の契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(2023年１月31日)
当第２四半期会計期間
(2023年７月31日)

当座貸越極度額 1,100,000千円 1,200,000千円

借入実行残高 868,000  881,300  

差引額 232,000  318,700  
 

 
(四半期損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 2022年２月１日
至 2022年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年２月１日
至 2023年７月31日)

給与手当 71,623千円 62,903千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,100  1,100  

退職給付費用 460  530  

支払手数料 35,117  39,141  

貸倒引当金繰入額 2  ―  
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりであり

ます。

 

 
前第２四半期累計期間
(自　2022年２月１日
至　2022年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自　2023年２月１日
至　2023年７月31日)

現金及び預金勘定 417,520千円 455,755千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△5,000 ― 

現金及び現金同等物 412,520 455,755 
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期累計期間(自　2022年２月１日　至　2022年７月31日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年４月22日
定時株主総会

普通株式 14,968 40.0 2022年１月31日 2022年４月25日 利益剰余金
 

 
Ⅱ　当第２四半期累計期間(自　2023年２月１日　至　2023年７月31日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年４月21日
定時株主総会

普通株式 14,965 40.0 2023年１月31日 2023年４月24日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、「ジュエリー事業」の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

(収益認識関係)

当社は、「ジュエリー事業」の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下の通

りであります。

 
  (単位：千円)

 
前第２四半期累計期間
（自　2022年２月１日

　　至　2022年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自　2023年２月１日

　　至　2023年７月31日）

ジュエリー 527,291 512,328

ジュエリーパーツ 1,230,858 1,119,892

商品 18,523 21,798

顧客との契約から生じる収益 1,776,673 1,654,019

その他の収益 ― ―

外部顧客への売上高 1,776,673 1,654,019
 

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自　2022年２月１日
至　2022年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自　2023年２月１日
至　2023年７月31日)

１株当たり四半期純利益金額 104円61銭 68円61銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 39,146 25,688

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 39,146 25,688

普通株式の期中平均株式数(株) 374,191 374,139
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年９月11日

株式会社光・彩

取締役会　御中

 

監査法人ナカチ

東京都千代田区
 

　

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 高　　村　　俊　　行  

 

　

代表社員
業務執行社員

 公認会計士 家　　冨　　義　　則  
 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社光・彩

の2023年２月１日から2024年１月31日までの第57期事業年度の第２四半期会計期間(2023年５月１日から2023年７月31日

まで)及び第２四半期累計期間(2023年２月１日から2023年７月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借

対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社光・彩の2023年７月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビュー基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査

人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断して

いる。

 
四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当
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と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないか

どうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項

が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査

人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継

続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の

表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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